
「県立大学の設置の是非を検討するための学びの需要調査業務委託」に係る 

企画提案コンペに関する質問及び回答について 

 

１ （該当箇所） 

 企画提案コンペ参加仕様書 ５ 参加条件（２） 

（質問） 

 アンケート発送・回収等の一部業務を外部の業者に委託する場合、同委

託先は共同事業体に該当するか。（「共同事業体協定書兼委任状」（第２号

様式）の提出は必要か）。 

（回答） 

 業務の一部を外部の業者に委託することだけをもって、同委託先を共同

事業体としてとらえる必要はないため、「共同事業体協定書兼委任状（第

２号様式）」を提出していただく必要はありません。 

 業務受託後、県に協議していただき、業務を効率的に行ううえで必要で

あると県が認めた場合、業務受託者が行う業務の一部を第三者に委託する

ことができます。 

 詳細については、「県立大学の設置の是非を検討するための学びの需要

調査業務委託仕様書」７（１）業務の一括再委託の禁止をご確認ください。 

２ （該当箇所） 

 企画提案コンペ参加仕様書 ６（２）企画提案資料 

（質問） 

 ③業務体制や④業務実施スケジュールは含めず、⑤企画提案書のみで

20ページ以内か。 

（回答） 

 ③業務体制や④業務実施スケジュールは含めず、⑤企画提案書のみで

20ページ以内で作成してください。 

３ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ４（２）標本数 

（質問） 

 生徒約 9,000 人とあるが、この人数は対象校（86 校）の調査対象者数

（進学希望者数）との理解でよいか。また、その場合、学校別の調査票配

布数（進学希望者数）は、県から一覧表が提供されるとの認識でよいか。 

（回答） 

 昨年度までの大学・短期大学への進学者数から、対象校（86校）の調査

対象者数（進学希望者数）を約 9,000人と見込んでいますが、増減はある

ものと想定してください。 

 学校別の調査票配布数（進学希望者数）については、県から一覧表を提

供する予定ですが、配布後に追加配布などの対応をしていただく可能性が

あります。 

 



４ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（１）アンケート設問設定および調査票の設計 

（質問） 

 高校生用、保護者用でそれぞれ想定しているページ数は。 

（回答） 

 高校生用、保護者用共に、アンケートの設問数は 30 問程度（自由記載

５問以内を含む）とします。アンケートを効果的に実施するため、回答者

にとって見やすく、答えやすい設問の配置及びページ数を想定し、提案し

てください。 

５ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（２）調査票の配布と回収 

（質問） 

 想定している回収率は。 

（回答） 

 想定している回収率はありませんが、平成 27 年度に県が行った「高校

生・保護者アンケート」の回収率は 62.1％でしたので、目安としてくださ

い。 

 調査対象となる生徒及びその保護者の県立大学の設置に対する意識や

要望を精確に把握できるよう、より多くの回答を得られるよう努めてくだ

さい。 

６ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（３）調査票データの入力 

（質問） 

 データファイルの形式については事前に県の承認を受けることとある

が、データファイルは Excelの前提でよいか。別の想定はあるか。 

（回答） 

 データファイルの形式については、Excelを想定しています。Accessな

ど他の形式の場合を認めないものではありませんので、事前に県の承認を

受けてください。 

７ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（４）集計データの分析 

（質問） 

 「業務受託者は（中略）専門的な分析技術も用いて行うこと」とあるが、

具体的に想定している「専門的な分析技術」はあるか。 

（回答） 

 具体的に想定している「専門的な分析技術」はありません。県立大学の

設置の是非の検討に資する内容となるよう、分析技術を含めご提案くださ

い。 

 

 



８ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（５）集計資料の作成（中間報告）、（６）報告書の

作成（最終報告）、（７）学校へのフィードバック 

（質問） 

 集計資料や報告書は、基本的に見やすさに配慮した白黒印刷の想定でよ

いか。カラー印刷の指定はあるか。また、それぞれ想定するページ数の目

安は。 

（回答） 

 印刷の色の指定及びそれぞれ想定するページ数の目安はありません。県

立大学の設置の是非の検討に資する内容となるよう、グラフや図表等を用

い、視覚的に分かりやすい内容となるよう、印刷の色、想定するページ数

についてもご提案ください。 

９ （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（７）学校へのフィードバック 

（質問） 

 「業務受託者は（中略）学校ごとに集計し、資料を作成すること。資料

は上記（６）を踏まえたものとすること」とあるが、学校別の集計結果だ

けでなく、学校別に分析結果の内容や要点、グラフや図表等が必要という

ことか。進学希望者が少なく、十分なサンプル数がない場合は、どのよう

に対応するのか。また、１校あたりの想定するページ数の目安は。 

（回答） 

 業務委託仕様書５（６）を踏まえたものとして、学校別の集計結果だけ

でなく、学校別の分析結果を含む内容としてください。進学希望者が少な

く十分なサンプル数がない場合、もしくは個人が特定されてしまう恐れが

ある場合については、複数校をとりまとめるなど、県と協議して対応を決

定することとします。また、１校あたり想定するページ数はありません。 

10 （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５ 委託業務の内容 

（質問） 

 各学校への協力依頼業務は委託業務に含まれているのか。 

（回答） 

 各学校への協力依頼は県が行うため、委託業務には含まれていません。

ただし、調査票配布後に、各学校の要望に応じ、追加配布などの対応をし

ていただく可能性があります。 

11 （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５ 委託業務の内容 

（質問） 

 調査方法（特に配布・回収方法）について、条件や制限はあるのか。各

学校からの希望があれば確認したい。 

 



（回答） 

 調査方法について、業務委託仕様書に記載のあるもの以外の条件や制限

はありません。また、各学校からの希望は現在把握していませんが、でき

る限り学校の負担が少なくなるよう努めてください。 

12 （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（７）学校へのフィードバック 

（質問） 

 最終報告書の印刷部数は（６）③に記載されている 30 部に加え、学校

送付用の 430 部を加えた 460 部であり、各学校用集計資料は各５部×86

校+県納品用 86校分の 516部で問題はないか。 

（回答） 

 最終報告書は各学校に送付していただく必要はないため、印刷部数は県

納品用の 30部です。 

 学校別集計資料は、「各校配布分５部×86校」及び県納品分となる「各

１部×86校分」です。 

13 （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（１）アンケート設問設定および調査票の設計 

（質問） 

 調査票を生徒用と保護者用で分けることを想定しているか。 

（回答） 

 調査票は、生徒用と保護者用で分けることを想定しています。 

14 （該当箇所） 

 業務委託仕様書 ５（２）調査票の配布と回収について 

（質問） 

 「配布及び回収の計画を、県と協議のうえ、決定すること」とあるが、

アンケートの調査手法として、受託業者が学校等から直接配布・直接回収

することを想定しているのか。また、県立・私立を問わず、各学校との調

査の調整については（調査依頼等）受託業者が行うことを想定しているか。 

（回問） 

 各学校への調査への協力依頼及び調査票配布枚数の調査については、県

が行いますが、調査票の配布・回収は、受託業者が各学校に対し、直接行

っていただくことを想定しています。また、調査票配布後に追加配布など

の対応を、各学校としていただく可能性があります。 

 


